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　目には青葉山時鳥初松魚の頃を過ぎ今まさ
に自然界は万物成長の真っ只中にあります。
我が埼玉医科大学医学部は今年も新卒 87
名（96.7％）既卒 3名（42.9％）総数 90 名
（92.8％）の医師国家試験合格者を輩出し，
かつて我々の同窓生がその時どきの国試のと
きに体験した，不確定さに基づくなんともい
えない不安感など知る由もありません。大変
に誇らしいことであり，一同窓生として感激
の極みでもあります。
　この高い合格率が維持できていますのは
『組織的知識創造』が確実に根付いたからで
あろうと考えられます。ここで言う組織的知
識創造とは，新しい知識を創り出し組織全
体に広め，製品やサービスあるいは業務シス
テムに具体化する組織全体の能力のことで
あります。情報化時代の今日ではホームペー
ジや電子メールでの情報の発信は広く行われ
ておりますが，いずれもそれはその時には
単なる情報にすぎません。それは「知識創
造企業」の著者野中氏らによれば，いわば形
式言語で表すことが出来る形式知（explicit 
knowledge）であり，個人の行動，経験，
理想，価値観，情念などの要素を含む形式
言語で表現することが難しい暗黙知 （tacit 
knowledge）ではありません。ところが人
間の集団行動にとってきわめて重要なのは情

報処理が容易な形式知ではなく暗黙知なので
あります。組織にとっては，外部から取り込
まれた形式知を暗黙知に変化させてゆくダイ
ナミズムが重要であります。そのような相互
作用が繰り返し起こるスパイラルプロセスを
通してこそ『組織的知識創造』が活性化され，
組織内の連続的イノベーションに繋がって行
くのであると思います。そしてそのダイナミ
ズムに欠かせないものはなんといっても “ヒ
ト ”であります。
　リーマンブラザーズの破綻は，“モノ ”に
対する投資を重ねお金で全てを理論化（レバ
レッジ）したことが，明確な誤りであったこ
との左証であったであろうと思います。
　我々が具現化しなくてはならないのは崇高
な理念の下に築かれるべき『国民が真に必要
としている医療』であります。その礎となる
べき優れた “ヒト ”，即ち医療人を育てるこ
とこそが我が大学の使命であります。今こそ
我々はその医療人育成のために十分な支援を
『投資』として行うべきときです。
　本学および本学関連の施設においては様々
な臨床研修プログラムが十分に準備されてお
り，そこでは多くの同窓生が指導医として活
躍しています。新しい多くの同窓生がそのプ
ログラムで研鑽され良医となられることを切
に願っている次第です。
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－開業記念品贈呈について－

　上記の内容を記載の上，事務局宛ご連絡下
さい。葉書，FAX等何れでも結構です。

　埼玉医大卒業生の皆様の開業をお祝いし
て，同窓会記念品（ブロンズ製古鏡文鎮）を
お贈りいたしております。すでに開業（新規
に限らず，会員にとって新規とみなされるも
のは全て対象となります。例えば，親の病院・
診療所等の事業の引き継ぎ他）をなさってお
られる方，また近日中に開業を予定されてい
る方にもご連絡をいただければ，早々に発送
の準備を致したく存じます。
　記念品の加工処理の問題もありますので，
下記要領によりご申請いただくようにお願い
申し上げます。
　なお，開業 1件のみが対象となりますが，
贈呈当該年度までの会費が完納されているこ
とが条件となりますので，ご確認の程宜しく
お願い申し上げます。
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